
 

 

 2026 年９月３０日 
 

「あきぎんＮＥＸＴファンド」による支援 

～株式会社インターホールディングスへの投資実行について～ 
 

株式会社秋田銀行（頭取 芦田 晃輔）は、投資専門子会社である株式会社あきぎんキャピタルパー

トナーズ（代表取締役 石川 聡）が運営するあきぎんＮＥＸＴ投資事業有限責任組合（通称：あきぎ

んＮＥＸＴファンド）を通じて、株式会社インターホールディングス（代表取締役 山口 翔）に対

して投資実行したことをお知らせいたします。本ファンドによる投資実行は、本件が第１７号となり

ます。  

株式会社インターホールディングスは、真空特許技術を活用した真空容器の開発・製造・販売を手

掛けるスタートアップであり、日本酒をはじめとする高付加価値商材の鮮度維持や品質安定化に資す

るサービスを展開しています。秋田県内においても、酒蔵や飲食店等と連携した「蔵出し真空酒」の

実証・事業化を進めています。 

当行グループでは、同社との連携を日本酒など秋田県産品の高付加価値化や販路拡大につなげると

ともに、今後も本ファンドからの成長資金の供給を通じて、秋田の地域資源を活かした新たなビジネ

スに挑戦する企業を積極的に支援し、地域社会の持続的な成長に貢献してまいります。 
 

記 
 

１ 株式会社インターホールディングスについて 

株式会社インターホールディングスは、「価値ある埋もれた技術を社会実装する」をミッションに

掲げるスタートアップで、NASA のアポロ計画に参画した発明家・萩原忠氏が開発した真空特許技術

を承継して以降、同技術を活用した真空容器の開発を進めています。 

当社の真空容器は、高い真空率の維持、電気不要、開封後の再真空化が可能といった特長を有し

ており、家庭向けの保存容器に加え、業務用では「蔵出し真空酒サービス」を展開しています。同

サービスは、酒蔵で日本酒を真空容器に充填し、真空状態を保ったまま流通・提供することで、蔵

でしか味わえなかった「蔵出し直後の一杯」をどこでも楽しむことを可能とする、新たな日本酒提

供モデルです。鮮度維持や提供品質の安定化、開封後のロス低減、物流効率化などの効果が期待さ

れています。 
 

２ 蔵出し真空酒の提供モデル 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

３ 出資先の概要 

投資先名 株式会社インターホールディングス 

代 表 者 代表取締役 山口 翔 

住   所 東京都世田谷区羽根木 1丁目 21 番 8 号 

事業内容 真空容器の開発・製造・販売事業 

 

４ 出資内容 

投資実行日 2026 年５月２９日 

投 資 形 態 第三者割当による株式の引受け 

投 資 金 額 非公表 

 

５ 本ファンドの概要 

名  称 あきぎんＮＥＸＴ投資事業有限責任組合（通称 あきぎんＮＥＸＴファンド） 

ファンド総額 １０億円 

出 資 者 
有限責任組合員（ＬＰ） 株式会社秋田銀行 

無限責任組合員（ＧＰ） 株式会社あきぎんキャピタルパートナーズ 

存続期間 約１０年間 

設 立 日 2023 年８月１日（火） 

投資対象 

○ 創業・起業期および創業・起業 10年未満の企業、第二創業・新事業を展開す

る企業 

○ 地域に欠かせない技術・顧客基盤を有し、事業承継の課題を抱えている企業 

○ 地域活性化に資する事業を行っている企業 

 

６ 投資実行先一覧 

 企業名 事業内容 

第１号 Ｃｒａｎｅｂｉｏ株式会社 フェムテック製品の開発・製造 

第２号 発酵パーク株式会社 まちづくりに関するサービス提供、宿泊業 

第３号 双日由利農人株式会社 タマネギ生産にかかる営農サポート 

第４号 事業承継案件（非公表） 

第５号 
ＴＯＹＯＳＨＩＭＡ ＦＡＲＭ 

株式会社 
ブドウ栽培、ワイン醸造 

第６号 株式会社このほし 森林資源活用コンサルティング 

第７号 新製品開発案件（非公表） 

第８号 株式会社エナーバンク 脱炭素化支援サービス 

第９号 株式会社男鹿なまはげ魚工房 陸上養殖事業 

第１０号 事業承継案件（非公表） 

第１１号 事業承継案件（非公表） 

第１２号 
イーストブリッジリニューアブル

株式会社 

洋上風力発電事業向けコンサルティング・特殊

工事船の用船事業 

第１３号 株式会社リピドームラボ 
脂質の分析・解析の受託サービス、脂質の研究

開発支援 

第１４号 株式会社ＴＯＭＵＳＨＩ カブトムシによる地域内の資源循環ビジネス 

第１５号 稲とアガベ株式会社 クラフトサケ製造・販売、まちづくり事業 



 

 

第１６号 株式会社サイキンソー 
腸内フローラ検査キットの販売・解析および検

査データの利活用 

第１７号 株式会社インターホールディングス 真空容器の開発・製造・販売事業 

第１８号 KAERU 株式会社 福祉型キャッシュレスサービスの企画・運営 

 

（以 上） 

 

 

 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）  

2015 年に国連で採択された持続可能な開発目標であり、2030 年までに解決すべき世界的

優先課題 17目標と目標を達成するための 169のターゲットが示されています。 


